
R1年度 応用物理学特別演習

⚫自分の研究に関連した論文を読んで理解し，その内容を専
門外の人々にもよく理解できるように解説する（本人の研究
内容について紹介することも可）．

⚫時間内に話をまとめ，質問に対して的確な応答をする能力
を修得する．

注意

➢ 講演者以外の学生は，毎回演習に出席し，講演内容をよく聴取し，積極的に
質疑応答に参加する.

➢ 無断欠席，遅刻，途中退出は単位に影響する. 

➢ 学会出席等でやむを得ず欠席する場合は，事前に本人が該当日の座長、世
話人および支援室の田口さんに連絡すること．



講演者への注意

1. 発表論文は自分の研究分野の中から，指導教員と相談して決める

2. 専門外の人にも分かりやすく．

3. 専門分野での発表論文の位置づけ・意義・自分の研究との関連性

4. 聴衆の興味を最後まで引きつけるよう，構成・内容を考える

5. 発表論文に対する自分のコメント

6. 講演時間は20 分，質疑応答は10 分．

7. 第１講演者は，開始時間までにプロジェクター・ＰＣの準備をしておくこと．
8. 指棒は用意しますが，レーザーポインタは各研究室で用意してください．

締切： 講演の前週の木曜日 正午

1. 支援室(田口さん)にメール添付で予稿(PDFファイルで提出!!)を送付．
金曜に全員にメール添付で配信．

講演予稿



講演日程・講演者・座長

• 毎週火曜5限目(16:30-18:00)
発表20分，質疑応答10分

• 日程変更について：
事前に担当回の座長
と世話人まで
連絡すること．日程調整して，
後日連絡します．



参加者（聴衆）への注意

➢ 講演者の話をよく理解するように努め，自分の興味ある分野や不明な点について
積極的に質問すること．座長から指名することがあります．

➢ 講演者の発表（またその講演要旨）に関して評価レポートを演習終了時に毎回提出．
評価票は切り離さず、A4 １枚のまま提出してください．

➢ 毎回，出席すること （出欠をとります）

➢ やむを得ず欠席する場合は，事前に本人が該当日の座長、世話人および田口さん
に連絡すること．特に講演者が欠席する場合はできるだけ代わりの講演者(同じ研究
室が望ましい)を探して併せて世話人に連絡すること。

履修届記載時の注意

この授業は，応用物理学特別演習（10単位）の1部です．この単位には修士論文等
も含まれるため，Ｍ２の最後に専攻長がまとめて単位を出します．
Ｍ１のときの履修届には，この授業を記載しない（M2の後期の履修届に記載する．）



予稿受け取りのメールアドレス

送信先：shienshitsu-ap@eng.hokudai.ac.jp

件名：特別演習

内容：氏名と所属研究室

(支援室田口）

本日直ちに送信する

http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/cacao/2019apl/

特別演習のHP

世話人：山根 啓作 k-yamane@eng.hokudai.ac.jp


